
AFeDs   Workshop on AFeDs   Workshop on 
Establishing Academic Federation Establishing Academic Federation 

for Data Sharing for Data Sharing 

AFeds AFedsワークショップ実行委員会を代表して ワークショップ実行委員会を代表して 

曽根原 曽根原 登（国立情報学研究所） 登（国立情報学研究所） 
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研究・教育のための 研究・教育のための 
データ連携ワークショップ データ連携ワークショップ



問題意識 
• 情報と通信、コンピュータとネットワーク 

が普及 

• データ中心科学へのパラダイムシフト 

• 脳科学、医療・健康、社会調査など研究 
・教育現場でデータの再利用の方法論 
を模索 

• 共通点は多い。専門分野を横断してデ 
ータ共有について議論する 
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動向と課題解決アプローチ 
• 産官学連携で、データ・コンモンズ的な 

社会インフラ化の動きも（マーケッティン 
グ、創薬、交通、BMIなど） 

• 国際的にもコンテンツ、データ、サービス 
連携基盤(Internet 2 Shibbolethなど）が 

進む 

• 情報技術と経済的価値だけでは解決で 
きない、社会のルールや制度、文化的 
価値など  2009.04.22 NII N. Sonehara  3



今回のワークショップは 

• 問題点の把握 

– 技術的、経済的、社会的、文化的課題 

• 具体的ソリューションの探究 

– 評判システムやデータ連携リテラシー教育など 

• データ連携ポリシー（第一版）の策定 

– ワークショップ討論結果をWebに公開 

– 第二回 ワークショップでさらに議論を深める 
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ネットワーク型データ中心科学共同研究 

Social Data ATLAS 
ネットワーク型データ中心科学共同研究 

Social Data ATLAS 国際連携 国際連携 

ＯＰＡＣ 

機関リポジトリ 

サイボウズなど 

電子ジャーナル 
Ｅｌｓｅｖｉｅｒ/Ｓｐｒｉｎｇｅｒ 
Ｗｉｌｅｙ－Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ 

ＯＵＰ/ＣＵＰ/ＬＷＷ／Ｏｖｉｄ 

認証サーバ 

（ＩｄＰ） 

データ中心科学の創成 データ中心科学の創成 

データベース等 
無線ＬＡＮ等 

グリッド 

Social Data Atlas 

学術データ 

分野融合エンジン 分野融合エンジン 

人間・社会・文化研究データ 人間・社会・文化研究データ 

社会・産官学連携 社会・産官学連携 
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手作りのワークショップにご協力 
頂きありがとうございます。 

• 講演者の皆様 

• 後 援 高知大学、国立歴史民俗博物館、 
情報セキュリティ大学院大学、統計数理研 
究所、新潟大学法科大学院、理化学研究 
所脳科学総合研究センター、ＮＨＫ放送技 
術研究所 
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• 科学のパラダイム・シフトがおころうとしている。それは、実験科 
学、理論科学、計算科学に次ぐ、第四の科学と言われるデータ 
中心科学(Data Centric‐Science) である。 

• コンピュータとネットワーク技術の進歩により、研究・教育のため 
のユビキタス環境が整った。データやコンテンツを相互に利用し 
データの統合や連携などの課題解決する。 

• データとコンテンツの技術的・経済的あるいは社会・文化的な違 
いを明らかにして、データ連携の仕組みを検討する。 

• 具体的な研究・教育のデータ活用事例を取り上げ、分野を超え 
たデータ連携の在り方について議論する。 
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時間 演題 講演者 
10:30  開会 

データ共同利用とデータ連携研究にむけて 曽根原 登（国立情報学研究所） 

研究・教育のためのデータ連携の課題 技術・産業 
モデレータ 
越前 功（国立情報学研究所） 

10:40～ コンテンツ技術戦略マップ2009について 村上 敬亮（経済産業省） 

科学データの国際連携の現状 脳情報科学データを中心として 臼井 支朗（理化学研究所） 

コンテンツからデータへ 産業競争力強化の視点から 土井 美和子（株式会社東芝） 

データ連携の技術進歩は？ データ統合の技術的視点から 高野 明彦（国立情報学研究所） 
～12:00  討論 コンテンツとデータの法制度的違いとは？ 分野毎のデータの性質から 須川 賢洋（新潟大学） 

昼食 
13:30～ 基調講演 

分野を超えたデータ中心科学の推進基盤 坂内 正夫（国立情報学研究所） 

データ連携の現状と課題 メディア・社会・文化 
モデレータ 
佐藤 真一（国立情報学研究所） 

14:00～ ユビキタスデータ通信環境 超データ流通メディアの研究開発（案） 渡辺 克也（総務省） 
放送コンテンツの研究開発とビジネス面の課題 八木 伸行（NHK放送技術研究所） 

音声データ利用の連携 音声資源コンソーシアムの現状 板橋 秀一・山川 仁子（国立情報学研究所） 

文化資源情報の研究機関間連携の課題 安達 文夫（国立歴史民俗博物館） 

～15:00  討論 マルチメディア技術開発でのコンテンツとデータの扱い 佐藤 真一（国立情報学研究所） 

休憩 

データ付加価値化 
モデレータ 
山地 一禎（国立情報学研究所） 

15:20～ 医療・保健・福祉データ連携の現状と課題 藤田 利治（統計数理研究所） 
医療・健康データ中心科学の実際 データクレンジングとマイニング 倉本 秋・片岡 浩巳（高知大学 医学部） 
新統計法にもとづく統計データの二次利用について 廣松 毅（情報セキュリティ大学院大学） 
研究評価データのオーガナイゼーション 孫 媛（国立情報学研究所） 

～16:20  討論 統計的データリンケージの方法と可能性 椿 広計（統計数理研究所） 
休憩 

データ連携の制度設計 人間・社会と制度 
モデレータ 
柿沼 澄男（国立情報学研究所） 

16:40～ 社会調査のデータ・オーガニゼーション 海外の状況・日本の現状と展望 吉野 諒三（統計数理研究所） 
データ連携の法制度課題 個人情報・プライバシーの視点から 鈴木 正朝（新潟大学） 
データ内容・品質の表示と責任 林 紘一郎（情報セキュリティ大学院大学） 
データ連携セキュリティの課題 越前 功（国立情報学研究所） 
時空間データと地域・文化データの連携科学 柴山 守（京都大学東南アジア研究所） 

～17:50  討論 学術データ連携政策 柿沼 澄男（国立情報学研究所） 
～18:00  閉会 

データ連携の進め方 曽根原 登（国立情報学研究所）
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• ワークショップに、ご参加頂きありがとう 
ございました。 

• 分野が違うと考え方が異なることが再認 
識されました。 
– グローバル化した情報世界で、「知の大競争」を 

勝ち抜いていくには、分野を横断した「総合的連 
携力」の強化が重要です。



そこで、今後の進め方 
• 「課題を俯瞰的に知る」ということはある程度達 

成されたので、考え方の違いを浮き彫りにする 
。 
– http://www.nii.ac.jp/workshop/2009/index‐j.html 

• 社会のデータ・インフラ(Social Data 
Infrastructure)を目指して、ターゲットを絞った「 

共創型ワークショップ（サロン）」拠点を構成し 
ていきます。 
– 多様性を尊重した「緩やかな」連携 

– 国際産業競争力に資する「競争型」、「価値創成」 
2009.04.22 NII N. Sonehara  10



具体的には、 
• 第2回の「データ連携ワークショップ」（本年11 

月頃を予定）を開催します。次回は、焦点を絞 
った、深堀型のワークショップにしたいと考え 
ています。 
– データの価値化、データの質の確保 

– データの社会インフラ化、産官学の役割分担 

– データのガバナンス、ポリシー、制度、規範、倫理 
– データ連携、統合、保護、署名など技術、REDMS、 

– 人材育成、データリテラシー教育、 

– ・・・・・・・  2009.04.22 NII N. Sonehara  11
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長時間のワークショップにご参加 
頂きありがとうございました。 

AFeds AFedsワークショップ実行委員会を代表して ワークショップ実行委員会を代表して 

曽根原 曽根原 登（国立情報学研究所） 登（国立情報学研究所）



情報と通信の技術基盤が急速に普及 
コンピュータとネットワークの大衆化が進展 

ブロードバンド・モバイル・地デジ ブロードバンド・モバイル・地デジ 

インターネット・ インターネット・Web/Blog/SNS Web/Blog/SNS 
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モバイルの急速な普及 モバイルの急速な普及 

2009.04.22 NII N. Sonehara  14 
CTO Motorola @CES 2007 

4人/秒  25台（販売）/秒



情報が爆発的に増加 情報が爆発的に増加 
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IX (Internet eXchange)：Interconnecting point 
between ISPs 

Source：From each IX 
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one month average 
of traffic in a day



情報の地域格差の是正 
多様性によるイノベーション誘発 

情報通信に関する地域格差 

課題解決のアプローチ 
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2009.04.22 NII N. Sonehara  17 出典：「デジタル・ディバイド解消戦略会議(H20.2.7)資料」（総務省） 

例）情報通信に関する地域格差 ブロードバンド世帯カバー率の状況
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生活・社会・産業・地域 
• 食品の安全性・地域コミュニティの再生 
• 経済競争力強化・中小企業の生産性向上 
• 地域間の経済格差の解消 

医療・福祉・治安・防災 
• 遠隔医療・医師確保・医療体制・の整備 
• 年金不安解消・犯罪不安解消 
• 地震等の災害対策・ピッキング等治安不安解消 

交通・物流・地球環境・エネルギー 
• 交通事故の削減・渋滞や満員電車の緩和 
• ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ環境の整備 
• 地球温暖化の歯止め 
• リサイクルの強化 
• 自然エネルギーの開発 

教育・人材育成 
• 「数学」「理科」嫌いの増加回避 
• 深刻化する青少年犯罪の防止 
• 大学・大学院の国際競争力強化 

雇用・労働・行政・国際 
• 高齢者の就労機会 
• 若年労働者の雇用安定化 
• 育児支援・雇用流動性の確保 
• 国・地方における財政再建・税制改革 
• アジアとの関係強化・日本のソフトパワーの強化 

情報安全 
•情報セキュリティ 
•プライバシー・知的財産権の保護 
•安全な電子商取引 
•違法・有害コンテンツ 
•迷惑通信への対応 

情報安全 
•情報セキュリティ 
•プライバシー・知的財産権の保護 
•安全な電子商取引 
•違法・有害コンテンツ 
•迷惑通信への対応 

情報格差 
•ＩＣＴ基盤整備の格差 
•高度サービス格差 
•電子自治体格差・テレワーク格差 
•研究・教育のＩＣＴ基盤格差 
•研究・教育のＩＣＴ活用力格差 

情報格差 
•ＩＣＴ基盤整備の格差 
•高度サービス格差 
•電子自治体格差・テレワーク格差 
•研究・教育のＩＣＴ基盤格差 
•研究・教育のＩＣＴ活用力格差 

情報制度 
•コンテンツの２次利用 
•研究と教育の権利制限 
•医療におけるＩＣＴ活用 
•グリーンＩＣＴ 

情報制度 
•コンテンツの２次利用 
•研究と教育の権利制限 
•医療におけるＩＣＴ活用 
•グリーンＩＣＴ 

技術力・研究開発力 
• 産業競争力強化・グローバル競争力 
• 知的情報産業・知識サービス産業育成 
• 雇用確保・世界標準 

経済成長 格差是正 社会安定化 

課題解決のアプローチ



研究・教育の地域・国際格差是正 
情報世界での国際ID管理連携が進展 

xSP(Service Providers) xSP(Service Providers) 

ネットワーク・サービス ネットワーク・サービス 

電子ジャーナル・サービス 電子ジャーナル・サービス 

研究・教育データ・サービス 研究・教育データ・サービス 
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International Identity Management Federations International Identity Management Federations 
Internet2 information kits http://www.internet2.edu/pubs/national_federations200809.pdf

http://www.internet2.edu/pubs/national_federations200809.pdf
http://www.internet2.edu/pubs/national_federations200809.pdf


ユビキタス研究・教育環境が進む 
コンテンツとデータの連携インフラ 

（デジタル）コンテンツ （デジタル）コンテンツ 

（デジタル）データ （デジタル）データ 
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ワークショップでは、仮に 
コンテンツとデータの違いを以下のように区別する 

2009.04.22 NII N. Sonehara 22 

1010100010 

メディア 
（ネットワーク・ 
コンピュータ） 

情報（アナ 
ログ） 

110011001 110011001 
デジタ 
ル化 

デジタ 
ル化 

書物・新 
聞・映画・ 
音楽・・・ 

メディア 
（紙・フィル 
ム） 

デジタル・ 
コンテンツ 

ＩＣＴ 
普及 

ＩＣＴ 
普及 

コンテ 
ンツ 

データ 

メタ 
データ 

メタ 
データ





} 実験データ 
}  1.91GB，7754ファイル 

} データ処理プログラム 
}  13.4MB，1473ファイル 

} 文献 
} 実引用数：24本，既読論文数：約80本 

} 実験データ 
}  1.40GB，476ファイル 

} データ処理プログラム 
}  1.53MB，207ファイル 

} 文献 
} 実引用数：39本，既読論文数：約100本



一般（物的）資源とデータ資源の所有・利用概念 

（利用の）競合性 （利用の）競合性 

（
所

有
の

）
排

他
性

 
（
所

有
の

）
排

他
性

 

有 有 

有 有

無 無 

無 無 

開放的環境財 開放的環境財 共有財産 共有財産 

充分量の供給財 充分量の供給財 私的財産/商用財産 私的財産/商用財産 

・周波数 
・電波 
・汚染対象 

・周波数 
・電波 
・汚染対象 

・国家による防衛 
・治水対策の恩恵 
・天気予報 

・国家による防衛 
・治水対策の恩恵 
・天気予報 

・著作物 
・知的財産 
・飛行 

・著作物 
・知的財産 
・飛行 

・缶コーラ 
・自家用車 
・CD 

・缶コーラ 
・自家用車 
・CD 

参考： R.Byrns and G.Stone,  Economics 6th Edition, 1995 

（物的）資源 データ資源



データ・ガバナンス 
データ共有や共同利用のポリシー 

技術 技術 

市場 市場 

社会規範 社会規範 

法制度 法制度 
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研究・教育のためのデータ連携ポリシーの策定には、 研究・教育のためのデータ連携ポリシーの策定には、 
技術・ルール・市場・制度が連携する費用がある 技術・ルール・市場・制度が連携する費用がある 
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Law, regulation, Law, regulation, 
public policy public policy 

Rules, customs Rules, customs 

Technology Technology 

Market Market 

Management Management 
(Governance) (Governance)



例えば、自動車の場合を参考に（大胆に） 
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研究と教育の質の向上と効率化 
評判システムの可能性 

ネットワーク型共同研究 ネットワーク型共同研究 

コンテンツ型共同研究 コンテンツ型共同研究 

データ連携共同研究 データ連携共同研究 
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例えば、情報源別にみた商品流通 
の評判システム役割に学ぶ等 

（出所）平成20年版 情報通信白書より作成 
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テ レビ 新聞 雑誌・書籍 メーカーサイト・ 
ショッピングサイト 

ブログ・電子掲示板・ 
口コミサイト 

ウェブ広告・メルマガ 店頭 友人・知人 折り込みチラシ 

Web広告等 

店頭等 
メーカサイト等 

評判システム等



データ中心科学を支える 
データ連携情報学 

理論科学 

実験科学 

計算科学 

データ中心科学 
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デジタル化により分野の境界がなくなる デジタル化により分野の境界がなくなる 
情報システム技術と人間・社会科学の融合分野 情報システム技術と人間・社会科学の融合分野 
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場所と時間に 
よらない 

データ連携 
共同研究 

分野を超えた 
データ 

共同利用 

分野を超えたデータ連携による 
研究・教育の質の向上と効率化の向上 
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産官学・国際連携の土台作り Data Atlas



今回のワークショップは 

• 問題点の把握 

– 技術的、経済的、社会的、文化的課題 

• 具体的ソリューションの探究 

– 評判システムやデータ連携リテラシー教育など 

• データ連携ポリシー（第一版）の策定 

– 講演者のハンドアウトを印刷配布 

– ワークショップ討論結果をWebに公開 

– 第二回 ワークショップでさらに議論を深める 
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